若手研究者育成研究助成　　　受付番号：事務局記載

一般財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会

医 療 経 済 研 究 機 構

2026年度（第30回）研究助成研究計画書
（日本語で記入の上、Wordファイルとして応募申請フォームにアップロードしてください。）

2026年　　月　　日
医療経済研究機構所長 殿
１．研究テーマ・タイトル

	


２．研究全体の要約 （300字以内）
	

	キーワード
5個以内
	


３．研究の背景及び目的
	研究の背景・必要性（500字以内）

	

	研究の目的（200字以内）

	

	期待される成果（200字以内）

	


４．研究方法

	研究方法（1,000字以内）

	

	研究実施スケジュール
	実施予定
年月
	研究･調査･実験の具体的内容

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	下記①～③について記載ください。

1 具体的データソース

2 入手方法（例：アンケート調査の場合は悉皆・抽出の別と抽出の場合はサンプリング方法）
3 入手条件（例：いつまでにどの機関等の許可が必要か）


	1 


５．この研究テーマに関連する研究者の現在までの実績の概要

（主要なものを1件記載ください。）

	研究
タイトル
	

	研究期間
	


	結果の公表
	書誌情報
	

	
	学会
	学会名
	
	報告年月日
	

	研究の成果（200字以内）

	


６．本助成への応募動機（300～500字程度）
弊機構の若手研究者育成研究助成に応募する理由、若手研究者としてこの研究に取り組む意義、申請者としてのアピールポイントについて記述してください。
	


7．研究終了時の到達見込み（300字程度）
助成期間（1年/2年）選択の理由および研究終了時の到達見込みについて記述してください。
	


8．倫理的考慮
	倫理審査の申請予定
	１.ある　２.ない　（いずれかに○）　

	「ある」の場合は、申請予定先と予定時期、「ない」の場合は、不要と考える理由を記載してください。

	

	遵守すべき規制・ガイドライン
	１.ある　２.ない　（いずれかに○）　

	「ある」の場合は、その内容を記載してください。

	


9．研究期間および費用見込額
	研究予定期間
	いずれかに〇をしてください。

（　）２年間：2026年10月1日　から　202８年9月30日
（　）１年間：2026年10月1日　から　202７年9月30日
※採択された場合、助成対象経費は研究期間内に発生・支出したものに限られます。
支出証憑（領収書等）は研究期間内の日付のものを、2年間の場合は2028年10月31日（必着）、1年間の場合は2027年10月31日（必着）でご提出いただく予定です。

	助成希望額*
	                千円
	*費用見込記載要領（P.８）参照

	費用見込（助成希望額）の明細*　　　（欄が不足する場合は、行を追加の上で記載ください。）

	予算費目
	使途・用途
	明細（単価、数量、人数、日数など）
	金額(千円)

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円

	
	
	
	
	千円


特に金額の大きな項目は、研究とのつながりについて説明して下さい。（200字以内）
	


10．申請する研究テーマに関する他の助成申請の有無（上記７の研究期間において）
	１. ない　２. ある（いずれかに○：ある場合は下記にも記載）　　　

	助成機関名
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	助成金名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	採択決定時期
（　　　　　　　　　　　　　　）

	他機関で申請している研究のタイトル
	

	他機関で申請している研究との
相違点
	


他の助成決定の通知があった場合は、速やかに事務局に連絡してください 
11．当機構に対する過去の応募

	応募の回数：（　　　　　）回　　　*過去採択された方は応募出来ません。


12．本研究テーマの意義・特色（政策との関連性）
	関連論文
	書誌情報
	

	
	書誌情報
	

	
	書誌情報
	

	上記の関連研究に対する本研究の位置づけ（意義・特色（政策との関連性））（500字以内）

	


13．研究者エフォート
（申請者および共同研究者ごとに、当該研究の実施に必要とする時間が年間の全研究時間に占める割合を百分率で表した数値をエフォート（％）欄に記入してください。当該研究についての各研究者の分担割合を記入するものではないので留意すること。）

	研　究　者　名
	エフォート（％）

	（申請者）
（共同研究者氏名）


	


1４．「メンター指導による検討会」実施の希望 (希望者のみ対象です)
希望者を対象に、研究開始後1-2ケ月（2026年11-12月）を目途に、選定委員がアドバイザーとなり「メンター指導による検討会」（研究開始後早期の段階に、研究計画について、選定委員から採択者への具体的なアドバイスを実施する機会）を予定しております。この「メンター指導による検討会」への参加は任意で、希望の有無は選定結果に影響しません。
	「メンター指導による検討会」の実施を希望する（　　）　※希望者は○印を記入ください。


1５．費用見込記載要領
助成希望額：当該研究を行うのに必要な研究費の見込額を記載
予算費目：　旅費交通費（宿泊含む）、データ費、ハードウェア・ソフトウェア費、事務用品費、
通信費、印刷費、外部委託費、人件費、学会参加費、翻訳費、投稿費などの、
採択された研究の為に必要な直接経費の費目を記載
使途・用途：検討会開催、調査実施、データ収集、データ解析、学会（成果発表）、学会（情報収集）
など、支払いの目的がわかる内容を記載
明細：　　　単価、数量、人数、日数など明細金額積算の根拠がわかるように記載
金額：　　　明細の金額計が助成希望額と一致するように記載
　　　【例】学会参加時の費用として
　　　　予算品目：旅費交通費
使途・用途：〇〇学会での情報収集
明細：新幹線(東京-大阪)交通費：(片道単価)×(人数)×2＝合計金額

　　　　　　　学会参加期間中の宿泊費： (宿泊単価)×(人数)×(日数)＝合計金額
　　　　金額：上記明細の合計金額を記載　(例の場合は　交通費及び宿泊費の合計金額)
　　　　予算品目：学会参加費
　　　　使途・用途：〇〇学会での情報収集
　　　　明細：学会参加費　(該当の金額記載)　　　　
金額：上記明細の合計金額を記載　(例の場合は学会参加費)
注１：当機構の研究助成では、30万円を超える備品の購入費、助成採択者本人あるいは共同研究者への謝金及び学費等、その他研究に必要ないと思われる支出は助成対象外の支出となります。
注２：当財団の研究助成金の使途は、採択された研究の為に必要な直接経費に限定されており、
所属機関が徴収するオーバーヘッド(助成金に一定割合を乗じて算出する間接経費*)は助成金の対象外です。
*間接経費の主な使途の想定：事務管理費や従前あるいは共用設備の整備・維持費・光熱水費等
注３：助成金受け入れ口座が所属機関の寄附金管理口座の場合は、当該助成への応募は出来ません。
(但し所属機関の間接経費を助成金から徴収しない場合はこの限りではありません)
注４：計画変更により使用できない費用が発生した場合、当該研究に必要な費用であれば別の使途への充
当も可能です。ただし、当初の研究計画より使途・用途を大きく変更された場合は事務局より確認させ
ていただく場合がございます。
注５：学会関連費用を計上する場合は、開催予定時期（年・月）をご記入ください。
研究計画書にご記入された申請者の個人情報は、当研究助成に関する業務に限り利用いたします。
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